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事業報告



売上高受注高

事業の経過およびその成果

第58期 第59期 第60期第58期 第59期 第60期

52,957百万円 
＋3.4％ 52,431百万円 ＋4.8％



第58期 第59期 第60期

事業の経過およびその成果

営業利益

5,290百万円 

経常利益

5,533百万円 

3,709百万円 

親会社株主に帰属する
当期純利益

△13.5％



セグメント別概況



エンタープライズソリューション

ビジネスソリューション事業

金融・公共ソリューション事業

システム機器販売事業



エンタープライズソリューション

第58期 第59期 第60期 第58期 第59期 第60期

△25.6％

＋4.9％

営業利益売上高

16,349百万円 1,698百万円 



サービスソリューション

デジタルソリューション事業

クラウド・インフラサービス事業



サービスソリューション

第58期 第59期 第60期 第58期 第59期 第60期

△35.8％

＋6.0％

営業利益売上高

15,218百万円 533百万円 



エンベデッドソリューション

組込み開発事業



エンベデッドソリューション

第58期 第59期 第60期 第58期 第59期 第60期

＋1.6％
△6.6％

営業利益売上高

11,250百万円 1,609百万円 



デバイスソリューション

デバイス開発事業



デバイスソリューション

第58期 第59期 第60期 第58期 第59期 第60期

＋6.8％ ＋13.3％

営業利益売上高

9,612百万円 1,447百万円 



PBR、自己資本比率等の推移
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配当予想
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一株あたり配当金・連結配当性向の推移



中期経営計画



経営・事業戦略の統合フレームワーク

人材強化 (リスキリング) 経営基盤戦略

エンタープライズ 
ソリューション 業務コンサル人材の創出

企業ブランド力の向上

サービス 
ソリューション

■ 製造業DXソリューション特化

■ 基盤・運用サービス拡充 上流企画・AI人材育成

エンベデッド 
ソリューション

■ 組み込み開発の深耕と展開

■ SDV化・次世代NW対応 異業種クロス人材の創出

デバイス 
ソリューション

■ デバイスビジネスの進化

■ LSIソリューションの拡大 グローバル人材の育成
マレーシア法人設立 

 (拠点強化)

事業戦略
（コア事業拡大・成長領域の創出）

■ 組立製造・金融領域の拡充

■ 生成AIを活用したビジネス転換

全社学習環境の整備 



エンタープライズソリューション 注力分野

事業戦略（コア事業拡大・成長領域の創出） ■ 組立製造・金融領域の拡充 ■ 生成AIを活用したビジネス転換

モダナイゼーション案件における
中～大規模案件受注獲得増

AI駆動開発のプラットフォーム構築
により開発効率向上、高付加価値化を
実施中

収益性と実行力の両面から
事業基盤の強化

生成AIを活用することで、
企業のDX推進やレガシーシステムからの脱却を後押し



サービスソリューション 注力分野

事業戦略（コア事業拡大・成長領域の創出） ■ 製造業DXソリューション特化   ■ 基盤・運用サービス拡充

・設備管理DXを目的とした実証実験を2026年3月より開始。

・複数のDXソリューションを組み合わせ

設備点検の省人化・効率化、紙帳票のデジタル化、IoT活用、遠隔支援による運営高度化を検証

・実証結果を基に標準化を見据えた運用モデルを構築。公共施設管理への横展開を目指す

国営 昭和記念公園における設備管理DX実証実験を開始

～DXソリューション群を融合しスマートメンテナンスを実現～

先端技術を体験できる展示施設「Kyoto Innovation Digital Labo(KiND)」を開設

～生成AIやデジタルツインなどの最新技術を備えたインタラクティブな体験を提供～

・生成AI、デジタルツイン、AI画像認識、IoTなどを体験できるショーケース

・DX構想・PoC検討を支援するワークショップ機能整備

・産業DXの加速と、技術理解から業務変革構想までを一体で支援する共創拠点として活用



・NSW-Maas 位置情報・運行管理プラットフォーム

・GEBOTS 汎用ロボットシステム開発フレームワーク

・DMS ドライバー監視システム

エンベデッドソリューション 注力分野

GPS
車載カメラ
通信機能

位置情報管理
AI画像解析
ターミナル通信

状態検知
動態制御
遠隔監視…

取得 利用 応用

モビリティ技術転用で顧客シーズを軸とした深耕
顧客

NSW

シーズ

ニーズ
車載にとどまらず幅広い領域での売上増に貢献

事業戦略（コア事業拡大・成長領域の創出） ■ 組み込み開発の深耕と展開   ■ SDV化・次世代NW対応

車載分野：モビリティ/オートモーティブ受託開発

技術展開

モビリティ分野 組み込み開発

改善点



デバイスソリューション 注力分野

顧客・パートナー向け(Azure)

社内利用(BlueSpider)

Keyper

Server

Servers

(Login,Exec)

Keyper

Server

Servers

(Login,Exec)

顧客・パートナー

社内利用者Router

APNs/FCM

APNs/FCM

Authenticator

多要素認証

Authenticator

多要素認証

半導体業界向けセキュリティ基盤としてKeyperを採用

～SEMIが示すサイバーセキュリティ要求思想に整合した半導体開発・デザインサービスの安全性向上に向けて～

事業戦略（コア事業拡大・成長領域の創出） ■ デバイスビジネスの進化   ■ LSIソリューションの拡大



第61期の業績予想



今後の見通し

連結業績予想

2026年3月期

実績

前年同期比2027年3月期

計画 増減率増減額

52,431+3.0%+1,56854,000売上高

5,290+2.1%+1095,400営業利益

10.1%△0.1p10.0%同率

5,533△1.5%△835,450経常利益

10.6%△0.5p10.1%同率

3,709+1.1%+403,750当期純利益

7.1%△0.1p6.9%同率

（単位：百万円）
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